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 第５１号は生活創造空間

にし館長の阿部より、年頭のご

挨拶をさせて頂きます。その

他、『にし研修報告』、『みんな

の節供報告』、『当所よりお知

らせ』、お馴染み『もへじ』のつ

ぶやき、と、いつもよりコンパクト

になっております。どうぞご覧に

なって下さいませ。 

新年あけましておめでとうございます。本年もどうぞ宜しくお願いいたします。 
 
昨年も一昨年に引き続き、コロナについて、色々と考えさせられる一年…。 

コロナ禍となり、皆さんも生活の中での制限が多く、選択肢も減り、 
気が滅入りませんでしたか？ 

 
 

 
なんていう方も、多いのではないでしょうか？ 
コロナ禍での生きにくさを皆が身をもって体験した二年間であり、 
さらに三年目突入となります。 
 
生きにくさというキーワードで言うと、障がいのある方は、コロナ禍以前から 
日々、生きにくさを感じている方が多くいらっしゃるのではないかと思います。 
障がいのある方々の生きにくさは、やりたいことがやれないのももちろんですが、 

 
 

 
など、生きにくさの質は様々です。 
 
生きにくさの中の一つである「選択肢の少なさ」についてヒントになればと、 

2021年度の生活創造空間にし研修では、障がいのある方の住まいに 
ついて考えてきました。(最終回は2月４日！詳しくは下記QRコードから) 

まずは、どんな選択肢があるかを 
知ることが重要であると、 

グループホーム・支援付き一人暮らし・入所施設で 
実際に生活されている当事者の暮らしぶりを 

動画で発信し、暮らしている人の声を聞きました。 
生きることは、選択の連続です。 

自分で選択して、思い通りにいくこと、失敗すること、 
様々な経験・試行錯誤を経て、 

知り、学んでいきます。 
我々は、そこにどう寄り添えるか？ 

想像・創造できるか？ 
ここが、我々の仕事の肝ではないでしょうか？ 

 
我々が「グループホームがいい」とか、 

「入所施設はダメ」とか、決めるのではありません。 
 

現在は、コロナを理由にして、生きにくさについて、 
「みんなそうだから仕方ないよね！」 

なんて言っていられるのかもしれませんが、 
コロナ禍であるからこそ、誰もが彩ある人生を送る為に、 
もっと真剣に考えないといけないのではないでしょうか？ 

 
ḵと、 

自分に言い聞かせ、新年の挨拶と代えさせて頂きます。 
 

   

何を隠そう、私は今年、 ！まずは新年最初に 

何かやりたいことないかなと、年末から考えていました。 

そして思いついたのが、書き初めでした。何十年ぶりかに 

子どもから借りた筆を持ち、自分の干支である 

という字に今年への意気込みを込め、書きました。 
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2021年度の生活創造空間にし研修は、コロナウイルス感染拡大防止に配慮しながら、会場と 

オンライン(Cisco Webex)のハイブリッド方式で実施しました。 

オンラインの取り組みは初めてということもあり、試行錯誤しながらの開催となりましたが、今年度の 

研修は区内、県内に留まらず県外の遠方の方もご参加いただく事が出来ました。 

今後も感染症対策を講じたうえでのご参加いただいた皆様、誠にありがとうございました。 

 

2021年度は「障害のある方の住まいを考える」をテーマに、 

  

  

 1R  

  

以上の計4回開催致しました。 
 

今回の研修では当事者 7名(うち1名『えんとこの歌』主演の方、1名支援員)にご登壇いただき、 

暮らしの実態についてお話しをしていただきました。 

私自身の話になりますが、今回の研修では進行役として、お二人の当事者の方にインタビュー形式で 

お話しを聞かせていただきました。当事者から発信をしていただいた住まいの実態を知る事で、「住まい」の 

選択肢を増やす・知る機会となりました。例えば『入所施設』という名称だけは知っているものの、実際には 

中身や実態を知らなかった為、お一人の方の暮らしの一例を知る事でも私自身の生活の中での選択肢が 

増えたように感じています。 

皆様にとっても、そういった『暮らし』の選択肢を「知る」、「増える」、「考える」機会となっていれば、 

大変に嬉しいです。 

 

2 4 ( )に開催を予定している生活創造空間にし研修第 5回目では、又村あおい氏に 

ご講演いただく予定となっております。今年度の最終回となっております。皆様のご参加お待ちしております。 
 

就労サポートセンター エヌ・クラップ 

 横田 大悟 

R3.12. 3  ( ) 

※生活創造空間にし研修 

2/4第５回チラシはこちらの 
QRコードから読み取れます。 
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生活創造空間にし ＵＲＬ：http://www.souzoukuukannishi.org 

【発行・印刷】生活 創造 空間 にし広報委員会 〒220-0055 横浜市西区浜松町 14-40 

   ἤ 045-250-6506（ガッツ・びーと西） ἤ 045-250-6470（エヌ・クラップ） 
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